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一次体性感覚野（S1）は大脳皮質の一部であり、触覚、痛みなどの感覚情報に加え温度情報処

理に寄与する。末梢で受容された温・冷感などの温度情報は、脊髄、視床を経由し S1 へと伝達さ

れる。ヒトにおいては手の温・冷刺激により S1 の脳活動が惹起される。また、S1 領域の電気刺激

により温度感覚が惹起され、一方で、同領域の損傷により温度感覚が消失する。げっ歯類の S1 で

は皮膚に対する温刺激によって活動が増加する細胞と減少する細胞が存在する。また、

Milenkovic らは in vivo ホールセルパッチクランプ法を用いた解析により前肢の冷刺激により S1
神経細胞活動が亢進することを示すとともに、冷刺激に応じた飲水学習の成功率の上昇は S1 の

傷害によって減弱することを示した。これらのことはヒトやげっ歯類において S1 が温・冷感覚の受

容に重要な役割を担うことを示唆している。しかし、個々の神経細胞が温・冷感情報をどのように

処理するのかは不明である。温・冷刺激にそれぞれ選択的に応答する細胞があるのか、温刺激に

応答する細胞は冷刺激への応答で活動が減弱するか、温・冷刺激の両方に応答する細胞がある

かなど、温と冷情報の細胞レベルでの応答については未だ不明な点が多く残っており、今後の研

究が待たれる。
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